
 

 

国立障害者リハビリテーションセンター 

 

国際セミナー2025 

「障害者の健康公平性への取り組み」 

 

日時：2025 年 11 月 22 日（土）13:30-17:15 

会場：第一ホテル両国 5 階会場「北斎」（東京都墨田区横網 1-6-1） 

 

時間 発表 登壇者 

13:30-13:35 5 分 開会挨拶 芳賀 信彦 

国立障害者リハビリテーションセンター 総長、日本 

13:40-14:05 25 分 発表 1 基調講演 

「すべての人に健康を」実践：障害

者の健康公平性に向けて 

ジョディ・アン・ミルズ 

リハビリテーションおよび長期ケア担当オフィサー 

保健政策・サービス設計、保健システム・サービス部 

世界保健機関（WHO）西太平洋地域事務局 

14:10-14:35 25 分 発表 2 

身体障害者の医療アクセスからみる

障害者の健康公平性 

芳賀 信彦 

国立障害者リハビリテーションセンター 総長、日本 

14:40-15:05 25 分 発表 3 

障害者の健康公平性への取り組み：

インドの視点、環境、そして変革の

岐路 

サントシュ・クマール・クラレティ 

スシェナ・ヘルス財団創設者兼事務局長 

フット・ソルジャーズ・フォー・ヘルス創設者兼 CEO 

リシフッド大学ヘルスケア学部教授兼准学部長 

15:05-15:15 10 分 休憩 

15:15-15:40 25 分 発表 4 

車椅子利用者が対面及びオンライン

フォローアップ診察に感じる障壁：

横断研究 

ラモン・アンヘル・サルード・ペリケ 

中国総合病院・医療センター リハビリテーション科 

コンサルタント 

マニラ医療センター リハビリテーション科 コンサ

ルタント 

15:45-16:10 25 分 発表 5 

障害に起因する保健サービス利用の

格差: 日本の課題と取り組み 

齋藤 崇志 

国立障害者リハビリテーションセンター研究所 障害

福祉研究部 研究員、日本 

16:15-16:40 25 分 発表 6 

ケアの架け橋：急性期病院における

障害者の入退院支援 

松村 幸子  

国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター 

入退院支援センター看護師長 訪問看護認定看護師、

日本 

16:45-17:10 25 分 ディスカッション 

 司会：仲村 一郎  

国立障害者リハビリテーションセンター病院 病院長、日本 

17:10-17:15 5 分 閉会挨拶 阿久根 徹 

国立障害者リハビリテーションセンター 自立支援局

長、日本 

 

 

 

 


